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令和８年１月１５日発行 

現在会員数 ２４５名 

男性 １３１名 

女性 １１４名 

（R７．１２．３１現在） 

編集・発行 公益社団法人八丈町シルバー人材センター 
〒１００－１４０１  東京都八丈島八丈町大賀郷２５５１番地２ 
ＴＥＬ. ０４９９６－２－４６６６     ＦＡＸ. ０４９９６－２－５３５５     E-mail hachijo@sjc.ne.jp 
URL. httpｓ://www.sjc.ne.jp/hachijo/ 

１ 承認事項 

1）会員の入退会について 

入会４名について承認 

２ 報告事項 

1）令和７年１１月の事業実績について 

災害による休業施設があるため前年度 

比３１７万円減、町道の災害復旧事業 

の受託予定を説明 

2）安全管理委員会について 

１２月１０日開催の内容について報告 

理事会開催報告 １２月１８日（木）午前１０時から、八丈町役場大会議室において
「第８回理事会」が開催されました。主な議題は次の通りです。  

3）年末・年始の業務について 

年末年始の休みについて報告 

事務局  １２月２７日～１月４日 

外作業  １２月２７日～１月７日 

３ その他 

 〇八丈町ホームページのリンク先に 

  センターの掲載を報告 

 〇配分金明細書のメッセージの検討 

 〇公共施設の受付について 

謹んで新春をお祝い申し上げます 
 
会員の皆様におかれましては、健やかに新春をお迎えの 

こととお慶び申し上げます。 

昨年１０月の台風２２号による甚大な被害からの復旧・ 

復興に対応しながら、当センターの業務に携わり、地域社 

会の活性化にご尽力頂いておりますことに心より感謝申し 

上げます。 

さて、この災害の影響により数件の業務解除や停止があり事業実績的には

厳しい状況となっておりますが、復興に資する業務等の受託を事務局職員と

ともに八丈町等に働きかけ、会員の皆様の新たな就業先の確保に努めている

ところです。 

今後も会員の方々の社会参加及び八丈町の復興に微力ながらも貢献するこ

とに努めてまいりますのでご理解ご協力のほどお願い申し上げます。 

結びに、皆様方のご健勝とご多幸をご祈念申し上げ、新年の挨拶といたし 

ます。 

令和８年１月     公益社団法人八丈町シルバー人材センター  

  会 長   小宮山 進  



あ し た ば  第３９１号 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

安全管理委員会開催報告  
１２月１０日（水）午前１０時から、八丈町役場第２

会議室において「第３回安全管理委員会」が開催さ

れました。主な議題は次の通りです。 

１ 令和７年１０月～１１月までの事故報告について 

事故０件だったことを報告 

２ 安全就業標語の選考について 

応募作品３２点より「転倒予防と健康管理」に３点 

「自由テーマ」に２点を選考し、東京しごと財団へ 

推薦する 

３ その他について 

委員会による安全巡回パトロールを１月～３月に 

実施するため、委員に参加を要請 

東京しごと財団が昨年度募集した令和７年度安全就業標語優秀作品に、八丈町から

応募したうちの２作品（青木保憲さん・小宮山進さん）が選ばれ賞状が届いておりました。 

１２月１０日の安全管理委員会終了後、浅沼功委員長より青木保憲さんに賞状と記念

品が手渡されました。 

「配分金支払証明書」について 
 

令和７年１～１２月まで就業された１年

分の「配分金支払証明書」は、２月振込みの

配分金明細書または会報に同封いたします。 
 

早めに必要な方は事務局までご連絡くだ

さい。個別にご対応いたします。（担当：福田） 

電話 ２－４６６６ 

 

就業会員募集！ 
 

●公共施設・住宅等の清掃 
 
●野外就業現場の写真撮影 

（作業前・中・後 等） 

※災害復興業務を含む 
（デジタルカメラは貸与） 

 

就業希望や興味のある方は 

事務局へお電話ください 

電話２－４６６６ 
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歌は皆んなで歌うもの  

 

子どもの時から、歌が好きだった。 

 朝、鶏と一緒に目をさまし、布団の中で歌った。お祖母ちゃんに、『乞食の朝

歌だ。止めなさい。』と注意された。蓄音器も、ラジオも無い時代どうやって覚

えたのだろう。 

 ♬影か柳か勘太郎さんか♬が好きでよく歌った。当時大人達は宴会というと

皆んなで、手拍子で歌った。心地良かった。 

 今は、カラオケが発達して、一人一人で歌うようになった。皆で歌う楽しさ

が無くなってしまった。歌声喫茶では皆で歌った。私はその生き残りだ。 

 大学４年、町田市に勤めて４年、計８年、新宿の『どん底』という歌声喫茶

に通っていた。誰かが歌い出した曲を皆で歌う。伴奏はアコーディオンで充分

だった。皆の歌声が、店を駆け巡り、皆を包み込む。快感である。 

夜になると『ドンカク』という焼酎をサイダーでうすめた様な安酒を飲み歌

い続けた。 

 見知らぬ人が、同じテーブルにつき、帰る頃には肩を組んで歌っていた。 

 仏教の言葉に『声、私事を成す』という言葉がある。参加した人々の声が響

き渡って、初めて供養になるという意味だ。声は大事な供養の一つである。 

 昔、永平寺の勤行の末席に坐った事がある。３００人のお坊さんがお経をあ

げる。その声が束になって、お堂の中では一体となり、天井から降りそそぐ。

音のシャワーを浴びる。 

 音楽教育の会で２００人が同じ歌を唄い、リズム表現をする。歌い終ると、

シーンと静まりかえる。気持ち良かった。次の曲、次の曲と良くなる。一日中

歌い続ける。どんな歌を、どんな声で歌えば素敵なのか、自然とわかってくる。 

日本の神話に、『天照大神が天の岩戸に隠れて世の中がまっ暗になる。神々

は天の岩戸の前で、歌ったり踊ったり大騒ぎ。天照大神があれあれとのぞいた

時、力持ちの神様が、天の岩戸を開けて、世の中が明るくなった。』とある。皆

の歌声が世の中を明るくした。 

アフリカの人が打楽器で一人が歌うと、二人目が別の声を重ねていく。 

いく人もの人の声が重なって大合唱となる。 

皆んなで歌うと、素晴らしい歌の力と出会う。 

私は９０才を越して声が出なくなった。 

残りわずかな声を、皆さんの声に混ぜて、 

音のシャワーを浴びてみたい。 （菊池 淨） 
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１２月末会員数 ２４５名  就業実人員 １４０名  就業率 ５７.１％                   

  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

❊就業相談のお知らせ❊ （要予約） 
 

日時 ２月１７日（火）午後３～５時 

場所 八丈町役場 第２会議室 

申込 お電話ください  ２－４６６６ 

上記の日時の場合は予約が必要

ですが、何かありましたら随時事務局

までご連絡ください。 

事務局より 来月の配分金支払日は２月１６日（月）です。 

システムの都合により１１時以降の振込になります。 

ご迷惑をおかけいたしますがよろしくお願いいたします。 
 

今年もよろしくお願いいたします 
 

公益社団法人 八丈町シルバー人材センター役職員一同 

配 分 金 材 料 費 事 務 費 計

公 共 41 1,497 9,649,716 228,516 938,952 10,817,184
民 間 22 177 907,317 34,690 90,855 1,032,862

計 63 1,674 10,557,033 263,206 1,029,807 11,850,046
公 共 370 12,844 76,430,492 3,502,912 7,170,864 87,104,268
民 間 192 1,346 7,161,630 273,883 733,138 8,168,651

計 562 14,190 83,592,122 3,776,795 7,904,002 95,272,919

12
月

累

計

令和７年度事業実績

月 区分
受  託
件  数

就業延
日人員

契 約 金 額

 

会員入退会状況（１２月分） 
 
入会者  よろしくお願いします 

男性１名  女性３名 

八丈町安全就業標語 
 

町健診 現状維持の 
  バロメーター 

 
一つの輪 

  目くばり気くばり 思いやり 

 

七島信用組合は振込手数料が

無料のため、変更についてご検討

いただければ幸いです。 

変更可能な方は事務局までご

連絡ください   ℡２－４６６６ 


